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あた らしい憲法 のはな し』

おわりました。二度とこんなおそろしい、かなしい思いをしたくないと

思いま んか。こんな戦争をして、日本の国はどんな利益があったでし
ょうか。 もありません。ただ、おそろしい、かなしいことが、たくさ
んおこっただけではありませんか。戦争は人 をほろぼすことです。世

には、大きな  があるといわなければなりません。このまえの世界戦

なことではありませんか。

そこでこんどの憲 では、日本の国が、けつして二度と戦争をしない
ように、二つのことをきめました。その一つは、兵隊も軍艦 も飛行機 も、

およそ 争をするためのものは、いっさいもたないとい うことです。
こ からさき日本には陸軍も海軍も空軍もないのです。これを戦力の

なさんは 、けっして心ばそく思 うことはありません。

日本は しいことを、ほかの国よりさきに行ったのです。世の中に、
しいことくらい強いものはありません。

もう一つは、よその国と争いごとがおこつたとき、けっして戦争によって、

相手をまかして、じぶんのいいぶんをとおそうとしないということをきめた

のです。おだやかにそうだんをして、きまりをつけようというのです。なぜ

ならば、いくさをしかけることは、けつきょく、じぶんの国をはろばすよう

なはめになるからです。ま 、戦争とまでゆかずとも、国の力で、相手をお
どすようなことは、いっさいしないことにきめたのです。

これを戦争の放棄というのです。そうしてよその国となかよくして、世界

中の国が、よい友だちになってくれるようにすれば、日本の国は、さかえて

ゆけるのです。
1947年 8月 文 部 省 発 行

全 国 中学 校 1年
社 会 科 教 科 書 副 読 本

「あ た ら しい 憲 法 の は な し」 17頁
｀                    「六  戦 争 の放 棄 Jよ り


